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D 145　女子学生の着替えに関する調査（第２報）
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　目的　着替えは日常的な被服行動であるが、この着替えに関する研究はあまり行われて

いない。着替えは、外的要因、すなわちＴ．Ｐ．０等に適応させるために行われるが、そ

の結果得られる心理的な効用も、見逃すことができない。我々は、着替え行動について調

査を行ってきたが1>今回は、この着替えの効用に関する因子を明らかにすることによりそ

こに存在する心理的な効用因子について検討した。また、着替えの実態的調査も行った。

　方法　女子学生462名を対象に、質問紙法により、1989年12月に調査を行った。調査内

容は。①着替えの効用（26項目、5段階尺度) ②用途別服種として、通学服・外出着・ふ

だん着・寝衣のイメージ（S D 法, 20形容詞対、｡　5段階尺度）③生活場面に応じた具体的

衣服（選択肢法)等である。

　結果　着替えの効用については、因子分析の結果、8因子が抽出され、主要な因子とし

てエンジョイ、変身願望、社会性。機能性、リラックス等があげられた。用途別服種のイ

メージは、ふだん着と寝衣において、平均評点の傾向は類似し、ふだん着・寝衣と通学服

や外出着との差異は解放的な、くつろ腿だ、ルーズな、というイメージにみられた。

生活場面に応じた具体的な衣服としては、ふだん着として、スウェット、トレーナー等の

くつろいだ衣服が多いのが特徴であった。寝衣は、パジャマが圧倒的に多いが、スウェッ

トも利用されていた。参考文献; 1）被服心理学研究分科会　研究発表会要旨（1990年3月）
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関する妻の意識調査　（第１報）

家政　　　　　　林　泰子　小原怜子

　　　　　　○中尾時枝　二階堂宏子

　目的　我が国の経済発展に伴い、ものの豊かな時代を迎え、多様化す･る衣生活の中で、最

近では男性も女性も服装やファッションに対する関心が非常にiBくなってきている。

また、家族の在り方、特に夫婦の在り方は、人生80年時代の中で重要な問題であると考え

られる。そこで本研究は、日常の被服行動の中から、衣服が夫婦間にどのようなかかわり

を持っているのかを、妻の夫に対する服装への心配りを通して、その様相を探ってみるこ

とを目的とした。
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方法　調査は、19 8 8年12月から1989年５月Sこかけて、主に近畿圏に居住する40歳から58歳

平均年齢46.5歳）までの主婦287名（回収率約75％、有効回答率約90％）を対象に、E票

置法による質問紙調査を行った。主な質問項目は、基本属性９項目、購買行動12項目、着

行動口項目、夫の外観27項目、夫婦の性格各26項目、生活行動30項目である。集計方法

よび分析方法は、単純集計、S D 法、因子分析などを用いた。

結果　今回の対象者は、行動的、寛容的、情緒的、堅実的、軽快的といった５つの性格

子を持ったグループで、妻の購買行動における構造は、高品質志向性、安定性、経済性、

画性の４因子で表された。夫の着装行動においては、表現性、主張性の２因子で、第３

子以下は単純に因子構造をとらえる項目とならなかった。尚、この年代の妻達は、夫の

装について概ね、責任を持っている傾向がみられた。


